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例 言

1 ，ド曹は舷阜市北1112丁目に所在した北山3号墳の発揖調査報告書である.

2 調査は、団地造成に伴う事前調査として、(財)睦阜市教育文化甑興事業聞が平成10年4月7日か

ら5月20日にかけて行った.

3 発掛潤益に要した経費は、昧式全社東海地所が全額負担された.

4 発揃開査は、触阜市教育委且会埋蔵文化財担当職貝内堀信雄、(財)舷阜市教育文化撮興事業団井

川梓了が行い、世阜市教育委且会商木 洋、(財)畦阜市教育文ft品a明f'業団恩田柑之がこれを補佐
した.

5 本時的編集は、内堀、盟凹の協力的もと井川が行った.

6 本替の執征分担は担当部分の最後に記Lた。

7 石材の央制図、一覧表、各種グラフは恩聞が作成Lた.

8 現地調査及び聾理作業害加者は以下のとおりである.

捌査只 沢田伊一郎、調査補助且棚橋英子

作業n 倉持和英 。メIJ谷克己ー安田忠夫牧野利治ー鷲見竜雄・白井蝿弘可児昇 ・山閲定

9 調査及び盤理町過程で下記町方々及び機関より御指導、師協力を脇りました.記して謝意を表し

ます.

λ賀晋(三盛大学名替教授)、中井正幸鈴木 元{大垣市教育委且全)、渡辺博人大熊茂弘

戸崎憲一{各務原市埋蔵文化財調査センター)、 成端正勝 ((財)晒阜県文化財保護センタ ) 横事

大柏(池凹師教育委只会)、尾野普裕(京都国立博物館)、中井均(米原町教育委r，全)、服部哲也

(名古属市見哨古54r古資料館) 山田哲也(両日町教育委且全)

凡 例

l 本替の基地点は任意のもので、山頂部を Omとした.

2 本書では石材町楠み方を以下のように呼肱する.石材の問を組める'J、形町石は「結石jとLた。

古墳に使用された石材はすべてチャートの割石である.

丘三2フ己三ヲ
平 長乎 小口

3 墳丘石室町主軸は2つある。① 当初石室が崩壊していることがわからず、石室内中央と考え

られる部分に股定した主軸.②石室基底石を輸出した時点で股定した主軸。よって図版にも 2つ

の主軸が使用されている@踊2-5・6(上). 10・11図はa:町段階町主軸、第6(中). 7 . 12図は

②町段階の主軸である.
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第 1章 遺跡、の位置と環境 (第1図)

岐阜市は揖尾平野町東北端に位置し、市内中費剖iを長良川が貫流する。北山古墳群は畦阜市町北京

都、西は長良川、北東南を山に閤まれた芥見地域にある標高117m円寺山内山頂部とその施に分布

する.北山3号墳は見晴らしの良い南北に長い山頂部の平坦地の南側を利用して築造されているo 1 

号噴と 2号墳は山内麓にあ ry，2号墳は墳形不明で両柚式の横穴式石皇が開口Lているo井見地域は、

平野部と山!日]部とを結ぷ長良川と川沿いの遣に接する克通町要衝である.

周辺町遺跡

長良川の左時には古代一中世の大集落芥見町屋遺跡(I日一本松遺掛)、芥見長山遺跡、右片きには1:1]世

の大集落加野南遺跡が存在する.この什丘は肢阜市内でも有数の遺跡密集地域である.芥見町屋遺跡

は過去の発姻調査で弥生時代最軒末期的住居跡や遺物が見つかっている.

古墳時代後期1には長良川左岸に2基の横穴式石室を持つ円墳で構成される大船古墳群、 2基町古墳

がある蓑笠山古墳群と東山古墳群が、右t~の帯場山には 4 つの群からなる番場山古墳群と横穴式石室

をもっ大蔵山古墳ある.この時期の集落は升布調査でははっきりしないが、芥見町屋遺跡、脊見長山

遺跡ともにある足度内古墳時代後期の遺物内存在が知られているo チl川)

第1図遺跡位置図

(この地図l之、国土地理院発行の2万5千卦の 1) 
地形図(睦阜北部)を使用Lたものである j 
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第 2章発掘調査に至る経緯と経過

第 1節 発掘調査に至る経総

平成7年1月、 破阜市北山 2丁目において宅地造成計画がもち上がった。当日主地は周知町北山3号

墳の範聞にふくまれていたため、鞍阜市教育委且告と事草者との11日て・協議を行った。その結提、保存

は困難であり、紙掘調査の結県に基づいて、事業者の佐賀で配揖保存のための発担調査を実施するこ

とに会った.平成8年 4月17. 18日に岨阜市教育安且会社会教育韻が眠娼調査を車施し 発揖闘用積

算的基礎資料を得た。平成9年 7月22目、株式全社東海地所から文化財保護法第57条町2第1墳の規

定による届出が提出された.これに対L、平成9年 7月31目、県教育長から発猫調査を災施する旨向

指示があった.平成10年 3月25日、 (財)瞳阜市教育文化振興事業団理事長から.士化庁長官あてに‘

文化財保護法第57量出!JJiに規定する埋蔵文化財発掘調査崩を提出した.発掘閥査は(財)畦阜市教

育文化撮興事業聞が主体となって実施することとし、株式会社東樺地所、(財)畦ー阜市教育文化撮興事

業団両当事者1mで協携し、平成10年4月1目、業務委託契約啓を取り交わし、平成10年4月7日現場

作業を開拍した. 内堀)

第2節発掘調査の経過

平成10年4月7日から北山3号噴の発細倒査を開始Lた.述日の悶のため、災質作業を行うことが

できたのは作業干定目的内の1/3程度にとどまり調査予定を大幅に遅らせざるをえなかった.作業は

量土を制ぎ外喰列石と地111(試錨澗査で雌土はないと判断)の輸出を行った.外礎研l石はすぐに抽出

でき、 17日には南町関口部を除きはほ円形に巡ること、一段であることが確認できた.石室内の埋土

町除去は8日から開拍した。石蛍内には天井石町一部と側盟の石材が多〈転帯しており、その除去に

時i聞を喪した.石室内の埋土は地山質向土に民化粒が官まれていた.地山であると考えていた墳丘町

土にも同質的炭化粒が含まれており盛土である可能性が商いとことが"fえられた.そこで17日に北 ー

車・西トレンチを訟定Lて盛土の確認を行った.その結推、地山の上には民化粒を多量に含む焼土が

府をなしており、その上に厚さ30-50cm円盛土を時総Lた。石室内は21日に床面を輸出し、石室奥壁

近くから須!g~誌が出土. 22日からは閉塞石の輸出、除去を行い その下から須車器が出土Lた.23日

には石室、外積列石町輸出カをほぼ軒了し、写真撮影を行った.28日には石車検出状況の図化のためラ

ジコンヘリを使用Lて写真撮影を行った.写真撮影後石室町解体とトレンチで確也さ札た旧表土町広

がりの確認内ため盛土町除去を開始した.石室内石材には帯号をつけて計制を行った。5月l日には

旧表土(焼土)の広がりが石室を中心に円形に見られることを確認。焼土に含まれる炭化粒の樹踊同

定のためサンプリングを行った.7日には基底石部分までの解体がすすみ、お冊壁は石室内へ転倒し

ていることが確認できた. 転倒した基底石を立て復元. 基底石町下には多数の~.n車器と土師器片が出

土した.19日には基底石を除去し基坑的検出を行った。そ町途中、 床而と地山との聞から耳環と鉄製

品、須恵器内破片が出土.基坑を完掛し、 20日に発掘調査を軒了した. 井lill
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第3章遺 構

北山3号墳は山内頂上町平坦都南側と南斜面を利用Lて築造されている。平成8年度内試掘調査の

際に行った地形測量とトレンチ調査で、外護列石が巡る径約11mの円噴であること、主体部は露出L

ていた石材から南方向に開口する横穴式百室であることが推捌きれた。表土下は地山で盛土は流失し、

石室内残存状況は良好ではないと考えられた.これらの調査結果を踏まえ発撤関査を行った。

第 1節墳 丘

墳形・外撞列石 (第2. 3 . 18図)

墳形については、試掘調査で円墳と推測されたが、山町頂上部は南北に長い平坦な商があり、北側

にも墳丘が押びる可能性も想定して 表土を剥ぎ、外積列石と地山内輸出を行った。外積列石は石室

内はほ中央を中心として半径約4.7mのところを円形に巡ることが確認できたが、南側の関口部では石

列は確認できなかった。開口部は山道になっており削平されていた可能性が巧えられるため外積列石

が古墳築造時には存在したのか それとも築造当初より存在しなかったのかは不明である。東西町残

存する外観列石のラインを結よと開口部(南側)では距離、レベル共にほぽ排水構内先端部にあたる。

外護列石町石材はlQcm-30c回大で、大きさにパラつきが見られる。残存している外種列石は基本的

に一段である。外穫列石までの墳丘規枝は径約9.5mである。墳丘が斜面に築かれていることから外護

列石も地山に沿って傾斜して設置されている。

外積列石町下面は傾斜がきっくなり、そして平坦なテラス状になる箇所が見られる(第18図)。古墳

の築造時に手を加えた範囲と考えられるが墳丘全面には見られない(第3図)。確認できる箇所から石

室中央を中心として、径13mの範囲と推定できる。

層位・旧表土・盛土 (措3図)

平成8年度内試掘調畳では表土下は地山であると考えていたが、地山と考えた薗(層)には炭化粒

が混じり、地山ではない可能性が考えられたため、墳丘町践土門有無の確認のために石室のはほ中央

町南北ラインを主軸として石室町北側(北トレ/チ)、南北ラインに直行する東西ライン町石室西側(西

トレンチ)、東側(東トレンチ)にトレンチを設定した。

その結果、表土下には炭化粒を官む砂理温じりの賀褐色土、 または炭化粒を古む赤褐色町砂蝶土町

盛土と考えられる層(厚さ約30-50"，，)が確認できた。その下層には炭化粒を多盆に含む焼けた赤槌

色町国〈絞まった砂理府(厚さ 2-18cm)と地山が認められた。

民化位を多量に含む焼土層は、北トレンチでは奥壁画から1.4m、.w:西トレンチでは側壁から2.1m

の範囲で見られる.焼土面は緩やかに傾斜するが平坦である。しかし、 2.1m付近から傾斜が変化して

焼土面は見られなくなる。これらの結果を踏まえて盛土を除去し、最土面の広がりを確認したところ

石室を中心に南北約2.9m、東西2.5mの範囲て・焼土而が確認て'きた。これは桂でも述べるが古墳築造

的の旧表土て・あると考えられる。焼けた土や民化粒は古墳を築造するにあたり山に生えていた草木を

焼き払った痕跡であると考えられる。焼土層は東では厚さ約2""てeあるが、西側特に北西部分では厚
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6 "縄色砂欄膚 炭化位を含む (盛土)
7 賞褐色砂機混じり土 炭化栓を含む (流失した盛土か)
8 貨褐色砂襖混じり土炭化組を含む (流失した盛土か)
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きが20cm近〈あり、草木を焼き払った桂にある程度平坦に崎したと4'えられる.

焼土府 (旧表土)の上向盛土には民化粒を官む賞鈍色砂樫混じり土町層と赤褐色町焼けた砂樟層が

見られるが、炭化粒が昔まれていること、下層の焼土府と酷似していることから旧表土を削り取り墳

丘に盛土したと考えられる.ただ現韮確認できるこれらの府内一部は純粋に盛土か、流失した盛土か

は区別できない.石室町石材が露出していたことでもわかるように、噴丘町盛土はかなり流失してい

ると思われる.

外題列石以外の石列 (第3図)

外鍾列石町他に、噴丘町北側から北東部分の石室と外議列石町HUに長さ2.5mの石列が確認できた。

しかし墳丘全体を巡らず一部分にしか存在Lない。この石列は旧表土(焼土而)円上に築カ通れており、

墳丘町盛土中に存在すると，目われ 古墳築遣の際σ:何らかの区画を悲していることも考えられるが、

一部分にしか存在しないことから性枯については不明である.

E坑 (第12図)

ここでいう「基坑」は石室を構築するために地下に掘り込まれた土坑のことである.

規棋は南北が約6m、幅は奥壁付近で'-2.6m、開口部川寸近で1.5mの先日絞りの方形を呈す。山町傾斜

面を利用Lているために興壁部分では地山面から深さ約90師、開口部ではほとんど掘り込まない南北

町断面がL宇技を呈す.奥壁部分から関口部石積みまてー約10冊、排水溝先端では約20四低〈傾斜して

いる.10);坑は旧表土 (焼土層)円上から地山町岩盤を掘り込んでいる.岩盤は困〈垂直に掘ることが

できなかったのか傾斜闘を持つ.西側では段がつき、基底石を掛える時転倒しないようにしているよ

うにも見える.また基底石が置かれていた箇所は若干盛んでおり、基底石を据える基敢にしたことも

考えられる. 井川)

第2節石 室 (第4・5・6図)

石室町規槙

天井石は石室内に崩落し、右側壁は基底石が東方向(石室内側)に転倒し側壁全体が崩壊している。

左醐堕は墳丘より上に露出している部分が大き〈車冊にずれている.奥堕もf(j.裂制まいり、全体的に

東方向にずれ石室内部にせり出し、石室は崩壊している.

石室内細見は、奥壁からl描口部石積み内閣までの長さは約4.3m、典盟から棚壁先端までは的5m、

幅は右聞盤的基底石が転倒していをかった奥壁近〈では幅1.2m、l出口部では約O.9mで、途中は崩壊

Lているため不明である.高さも不明である.石室町平面形は左側壁町状況と右醐壁内基底石が基底

部は動かず石室内部に転剖Lたと考ぇ、復元Lたラインから方形プランが推定できる.

石室町品l峻は、酋から大きな力カ切口わり 気に崩壊したと巧'えられる..Jul境町仕方から人為的なも

のとは巧'えられず、地漫などによる大きな力カ勺OOJわり崩壊したことが耳'えられる.

石室内は土で埋ま り、石室町石材が多〈転落Lていた.石室内部の土を除去するにいたって、天井

石3石が転落していることが確認できた。

石室の構造

石室内精進は、典抵は縦約 1m、幅80四、厚さ20""、縦80師、幅64師、厚さ18聞の2石を墓坑に沿っ



- 8 -

I.Om 
C 

-l.om 
D 

-I.Om 
F 

第4図 石室断蘭図(0

D 

F ァー

C' 

1m 
』

て据え、その上には厚さ15cm-20冊、幅奥行きとも30-50cm町「長手Jゃ「小口Jといった石材を

積み隙l聞に小型的石材を防めている。制壁は典出と同械の構造で、縦30-60cm、横55-130冊、厚き

10-20佃町基底石を轟坑に沿って据え、その上に「民乎」や「小口」といった石材を積んでいる.奥

虫及び冊壁の基底石はいわゆる「腰石J内外観を呈する.

詳しい構築方法は櫨述する.

棺台 (第6図)

石室内には個盤的石材が転落Lていたためこ札らの石材を除き、床面直上町平坦な石7石を棺台と

Lて考えた。奥壁から約20聞のところに奥壁に平行して 3石が並び、 2.5mまでに 4石が確認できる。

村台としたこれらの石は石室町崩墳時などに移動している可能性があるが、ほぽ瓜位置を保っている

と考えられる.また、奥si近〈の特古の石の1:11にはl早さ約10佃町茸絹色町粘土が貼ってあり (第7図)、

南北に約90冊、東西に約650mの範闘で見られる.れI台部分全てに粘土が貼ってあったのかは不明であ

る.枯古町石町配置から縦約2m，積約O.9mの柑が想定できる.

開口部 (揮6図)

(井JIJ)

1m口部において 2植矧の石積みが認められた.ひとつは石材を積み重ねたもので、いわゆる閉塞石

としてとらえる.もうひとつは厨平な板状の石材を積み上げたものである.これは凶器石とは構造が

異なるものであり、ここでは 「関口部石積み」と呼称する.

調査当初、開口部石積みも官めて閉塞石と考えていた.そのため閉塞石町除去作業中に一度、 l期日
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部石積みの最下部右側壁側の1石を残して全石を外してしまった。直後円再検討により開口部石積み

は閉塞石とは別の石積みと考えら札るに至ったため、除去中に作成した略図と写真を事4に現場にお

いて最下部の復元を行い、他的石も含めて復元図化uこ。したがって、開口部石積みの位置関係は本
来の場所と若干ずれが生じている可能性がある。

閉塞石 (第6図)

石室左右前側壁の最南部町2石町問、閥口部石積みに接する石室側床面から開口部石積み直上にか

けて認められた。範囲は.w:西O.9m、南北1.1m。長さ10-2C聞大の石材を下方に、その上方に30-40

個大町長方形主体内石村を最大3段(残高48cm)にわたって積み上げていた。閉塞石下部町石室似l床

面直上に須恵器(第8図13・15. 16)が置かれていたo

開口部石積み (措 6図)

閉塞石下方に見られた。床直上町東西方向に並置される最下部2石とその上の l石、さらに上方右

倒壁横の1石の計4石 (3段、高さ34叩)が確起できた。石村は長さ30-50""犬、幅30-40cm大、厚

さは上方向2石カfl0cIIl未満、最下部町2石がlO-20cm犬。いずれも肩平で板荘内石材を用い、特に上

面には平坦な而を使っている。最下部町2石町間には 8-18聞の隙HUがあいていた。これは桂述する

排水滑に連続するもので、 i揮の一部をなす。上方の 1右はこの構内蓋石次位置に置かれていた。この

講の石室側に須恵器 (14) が置かれていた。 出土状況から見て、閉塞石下部から出土した須n.~器と一

連のもと考えられる。

排水溝(第 6図)

関口部石積み最下部2石町間(講)から南側の石室外へ仲u'る。長さ1.4m、幅1O-2C冊。両側に一

段町石材を側壁として並べる。右側壁側6石、左恨I壁側4石が残る。側壁円高さ(石町厚み)は10四

前桂。側壁上には蓋石が数石置かれていた。海埋土は茶色均質的砂質シルトで水の作用により堆積し

たものと考えられる。排水溝上方は盛土ないし流土と考えられる茶梢色土がみられたが十分な検討は

行っていない。

開口部町築造・改悼についての解釈

閉塞石と関口部石積みは全〈異なる構造のものであることから両者iは時期を異にして築遣されたと

考えられる.このことを前提として 開口部内築造 改修について 2時期に分けて推定を試みる。

〈揖I剃〉

石室側壁内構築と同時に開口部石積みとそれに接続するよう排水消が築かれる。開口部石棺み最上

部は現在中央~左側壁側が10:落しているように見えるが、本来は少なくともこの間さまでは石積みが

存在していたと考えられる。

こう Lた開口部の構造は、石室側へ一段下るものであり いわゆる「竪穴系横口式石室」との形態

的技法的関連が弔えられる。

〈第2期〉

凶口部内石積みの上方が一部破壊され、閉塞石を用いて閉鎖される段階。これは迫害事に伴う改修で

あろう。この時期、閉塞石下部(床直)から開口部石積み最下部内溝部にかけて須恵器がおかれてい

る 。(内堀)
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第3節遺物の出土状況(第7図)

北1113号墳から出土した遺物はすべて石室内からの出土で、須恵器が16市、 土師器は破片で6出、

耳環が2占、紙製品2点がある.

石室内には炭化粒が混入Lた墳丘町盛土が堆横しており、これらの土を除去したところ、炭化粒が

混入Lない赤褐色土に達した.これがある時期的床面であると思われる.遺物はこの床耐直上と赤禍

色土町中から出土Lている.

赤褐色土町中からは須恵器町杯蓋的破片(1)、耳環2市(17-18)と世製品(19-20)が、床面白

上からは奥壁付近てヲ頁恵器の杯蓋と杯身町2点(J-2)、右側壁の転倒した基底石町下からは須恵器

内向杯3点 (8 -10)、董3占 (5-6-12)、杯身l点(3 )、短頚~t:1 1 点(7)と土師器片が、結台

前帽では須恵器内蓋2点 (4-11)、閉塞石町下からは須恵器町商杯2点(15・16)、董2点(13・!4)

が出土している.

これらの遺物は後述するようにある時期的瓜位置を保っていると思われる。出土状況の検討から2

時期に分けられる.

〈部1期〉

柑古および柑台内町貼ってあった帖土町下町部褐色土門rllより銑拠品とm恵器内破片が出土してい

る.須恵器の破片は奥壁部分的須恵器内杯叢(1 )と接合関係にある.また、 耳環2点は量製品と同

じ蔀相色土町中から出土Lていることから、奥壁付近の須恵器2点(1-2)と耳環2点(17・18)、

不明鉄製品(19・20)は棺古が置かれ、粘土が貼られる聞の段階に副排されたものと4'えられる。

耳環町出土位置を見ると両者の!聞に頭一つ分の間隔があり、そこに被耕者の頭があった可能性があ

り、最製品は頭上に置かれていたと推定できる.これらは原位置を保っている可能性がある.興虫部

付近の須恵器は「片付け」よって移動させられたものと思われる。

〈節2期〉

右圃壁円転倒Lた基底石町下から出土Lた須車器 (3 -12)ははほ完形になることから、ある時期

丹原位置を保っていると考えられる。また、和台と推定したrll端の石町開口部側にあった須恵器と共

に柁台の周りに並んで置かれているように見え、棺古が放置された時に剛1障された状態を留めている

ものと考えられる.

閉塞石町下から出土した須恵器 (13-16)は片付けによって開口部に移動させられたものとも考え

られるが、右棚l望に沿って出土した須恵器と型式的に差はな〈、棺台が敵置された時期のものとした

い.閉塞する際町何らかの儀式と思われる.

前節で開口部内石積みと閉塞円状況から迫韓を考えたが、遺物町出土技況からも、最低l度は追弊

Lていることが堵'えられる. (井川)
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第 4章 出土遺物(第8. 9図)

-ー須恵器

杯重量 (第8図 1.4-6 '11-14) 

各杯蓋の法量は. 1 (口径13.8・器商4.7"，)，4 (口径12.9cm.器問4.4"，)、 5 (口径l3.3oo.韓

両4.9四)、 6(口径13.9叩・器日5.8佃)、1I(口径13.3冊総高4.5叩)、 12(口径13.5om器商3.6"，)、

13 (口径21.9個 器高4.4四l.14 (口径13.300 器高4.7r.m)である.

1は尾張果のtJU5器で器.s!は薄〈丁寧なっ〈 りである.天井部は緩やかな丸みをおび、日韓部はや

や内問L、端部内面は段をなす.天井部外商には的1/2の範囲まで回転へラ削り制整を行う。天井部

内面には木製無文当て具痕が見られる.4 -6 . 13. 14はつまみを持つタイプである.つまみはどれ

も径が5"，前後と幅広〈肩平である。天井部内而には木製同心内当て具痕が見られる.5と6にはつ

まみの周障にカキ目が施される. 4と6は天チl部が丸みを必び 口融端部が内傾する.4・13・14は

垂直も L<は外に聞く. 4にはつまみをつける際についた放射北町工具痕が見られる.11'12はつま

みをもたをいタイプである.天井部外面には回転へラ切り痕が残る.11 は天井部が丸みをおびるが、

12は嗣平で歪みが見られる.ともに口融端部は丸くおさまる.

杯身 (第8図2・3) 

各再身の法量は， 2 (口径12.4叩ー器商5.3四)、 3(口径12.9個 器向4.7"，，)である.

2 . 3ともにl副長系円須恵器である。器堕は薄〈、っくりは丁寧である.2は底部の中央が平らで、

丸みを持ちをがら畳け部に至る.口跡部はやや内傾して立ち上が9、口融内面には段を有する。底部

外国には約1/2町範囲まで回転へラケズリ捌艶を施す.庇部内爾には木製同心問当て共痕が見られる

(写真図版7). 3は2にi七べ岡平な形態である。底部外商には1/2の範囲には回転へラケズリを施

す.日韓部は内側へ傾斜し、端部内面には段を布する.

商再(第8図8-10 . 15 . 16) 

各町秤町法訟は8(口径1l.3cm 器商9.0cm)、9 (口径13.2叩・器開8.8"，)、1O(口径11.3四 i時

間8.300)、15(口径11.2四 器高9.4団)、 16(口径11.8cm.器高8.9珊)である。

すべて杯部内外而下半と脚部にカキ目を施す短脚円高杯である.杯部町底部内面には木魁同心円当

てA!庄が見られる(写真図版7).高杯は脚端部の形態で2つに分類できる。 9・10は脚町内湾が強〈

幅広い.端部は内側をむし 8. 15 . 16は前述内タイプに比べ脚が晶子細〈外直ぎみである.端部は

外醐をむししかし、杯部の昨態ではほとんど差異が且られず、 時期的短脚の高再町中町パラっき

と考えるべきであろう。

このような短脚町商杯は北山3号墳以外では、脇徳寺 I号境 (関市)、西桐山5号噴 (各務原市)、

崎之内遺跡 (畦阜市)、船来山古積群(瞳阜市 糸貫町) 骨粗八千町遺跡(大垣市)など中壇から西

撞地域で且られる。

短矧量!(揖8図 7) 

法量は口径が7.300，器商は7.9聞である.底部が平坦而をなし胴部が張。出し扇平な形態をとる.
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属部中央から1/3の範聞に回転へラ削り調盤が行わ札る。底部

中央にはにはへラ記号が見られる。胴部には沈輯によ って区画

された範聞に斜行司文様が的ぐる。胎土は聾で丁寧なっくりを

している.尾張系の須IE器と思われる。

1 . 2以外は口融端部や内底部、外底部に使用痕が見られる。

前章第3節で枯討Lたように、 1 ・2の須恵器は先に副葬した

もの、それ以外は追葬時のものの可能性が高い。したがって、

追詐時に副葬された須恵器はそれまで使用していたものを副葬

したと考えられる。

車9図出土遺物実削図(21 尾張系の*.rU!¥器以外の胎土には、 1 -2 mmの白い砂粒が多量

に含まれお五いよく似ている。短脚円高再は中揖から西揖地植

に分布が見られることは述べたが、これらの遺跡から出土Lた短脚円高杯にも白い砂粒が含まれ酷似

する。このような須恵器は東町地植では見られず、中揖から西揖にかけての地埴町中で生産されてい

た可能性が考えられる。

尾張系の須恵器(1-31は、渡辺編年の尾張3型式に、それ以外の須恵器は世内4-5型式に相

当すると思われ、 6世紀桂半円年代が与えられる。

金属製品 (第9図)

17 . 18は耳環である。17は鋼芯で、断面はほぼ円形を呈す。金や銀の薄板の巻き付けや鍍金などは

不明である。長径3.1聞、短径2.9冊、断面は径O.6cmて・ある。 18は17に比べY揮し軽量である。銅製品

で金や鋭的加師は不明である。半円形で先端が先制りし、断面は肩平である.長径2.4叩、断面は中央

部でO.3xO.2cmて・ある。19.20は不明鉄製品である。

須恵器と金属製品のほかに土師器片が出土している.ハケメ調整が徴かに見られるが破片のため器

誼は不明である. (井川)
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第 5章解体・図上復元 (串10-18図)(軍団)

第 1節 解体に至る経緯 ・方法

測査の過程で、右圃壁基底石が石室内へ転剖していることとそれに伴い上部の石材が陥没している

状況が確認された.左倒壁内基底石はほとんど動いていないと判断されたが、上部内石材は大き〈外

醐(JI!倒)に帯動Lていた.典i涯の基底石 2石 (209.210)にも西捌から力カ切"わったことによると

思われる横ないし劇的方向の亀裂が認められた.これらの現象は何らかの強い力 (おそらくは地麓)

が石室に作用した結果と考えられる。

本側壁基底石転倒部下床而世上では須J!J器が押しつぶさ札た状態で主II世しているのが外から認めら

れ‘他にも基底石転倒部の下に遺物が埋まっている可能性が高〈なった.また、基底石を元に戻さな

いと正確な床面的形技 規線等が確認できないことも明らかであった.

そこで当初計画を変更し、 at庇石の復元、除去までを合t!石室内解体制葺を新たに加えた。解体的

方法は、石材全てに番号を付け、積出平面図 レベル写真等の記卦を作成後除去し、基底石輸出ま

でを行った.同時に基坑も掘り下げた.基底石輸出北況の記録作成接、転倒Lた右欄盟基底石を復元

(立ち上げ)し、復元状態を記録した。

右欄壁基底石転倒部下では 8価悼の須車器が見つかった.須恵器は出土北態の記録作成桂取り上げ、

その後基底石 (左右欄壁 。奥壁)を墓坑から除去した.除去した石材については、 l石毎に平面図

立而図(石室内から見た状態) 側聞図(1出口部から且た状態)を作成Lた。

左個墜

ニl:.Q旦

右側陸

第10図 石室解体過程立面図 (復元工程順)
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L 
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エ絃⑥ (3段目) 工nQ)(2段目}

工総1%>( 1 段 I~ ) 工n.cD(穆庇石)

第11図 石室解体過程平而図(復元工程順)
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第 2節石 キオ (揮13-17図)(第 l表)

1石毎に作成した実視l図(揮15-17図)に基づき、石材の短辺長辺厚さのす法及び積み方(小

口 長手平)を記輯Lた一覧表(部I表)を作底した.一覧表に基づき石材町組格性を横討するた

め、短辺・長辺厚さ各々に関するヒストグラムを作成Lた(揖13図上).結提厚さについては強い

規柑性(1O-25om中心)が認められた.短辺・長辺についても、 一定的風格性が留められた(短辺25-40

開中心、直辺35-50問中心).ただし、長辺には75-80crnにも ピークが認められ、 1050m以上町大形の

ものも一定量臨められる.次に 厚きが均一に近いことを!iiH是と Lてどのくらいの種類の石材選択し

ているのかを横肘するため、縦軸に長辺/短辺、横軸に体制{短.;ux長辺xi'f.さ)をとったグラフを

作成した.同時に石材円種類(平(=基底石)・小口 長乎防)も荻示した(那13図下)。結果、I

- VII群町 7 つの群に分かれることが看取された. そこで、各r.H~に石材何種類をヒストグラムで表示

Lた(揖14図左).節目図下、第14図左からみて石材の選択性について以下のようにまとめることがで

きる.小形のもの (1 群)は鈷専用、中形 (11. III群)では 長辺町長いもの (11群)は主に小口で

一部結、比較的短いもの (III群)では小口を主としつつも長手にも使用する.大形の石材(JV-VII群)

は主に平 (基底石)と長手に使用し、 IV.V群では加えて小口にも用いる.第14図右は石材の種類毎

に 1-VII各群町比車を作成Lたもので詰→小口→長手→平の順に大串の石材を使用する頻度が高くな

る状況が包められる.

第3節図上復元 (第12図)

基底石

右側壁を現場で復元した基底石実訓図を揖12図に示す.基坑の虫に沿って暗い板状円石材を壁技に

立て並べている.耳石町下部や立石l聞には場所によっては防石が見られる.石材円かみ合わせの状態

から後述するように立石順序が推定できた(桂述)。

側壁

左右の醐盟について、発指時的記録(写真 ー立函図)とI石4語句集制図、右側壁については基底石

の復元立而図を用いて、醐壁崩壇前の状態を図上で復元した.復元には不確実な部分も多〈、他の積

み方が占'えられる場合もあるが‘現時点での試案として提示したい.

なお、 mいる石材の形状は基底石が平(立石)のみであるのに対し、その上に積む石材は小口や長

乎のものばかりであった.

右側壁

基底石 (55・57. 59 . 61)は完全に転倒し、奥壁に接する基底石 (50)は斜めに傾いた北態であっ

た.

基底石向上に乗る石材は位置関係をおおよそ保ったまま基底石町転倒に伴い下へずれたものと考え

られ、上下l則係はある程度推定可能である.左右町平行凶係については、基底石町倒れ方が一定でな

いため、基底石町上端を基準に平行関係を推定Lた。59向上部については、石材の抜け落ちている部

分が明らかに臨められ(床而に散在)、復元は一つの可能性を示すにすぎない。こう Lた制約町中で石
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否・4鋼電格
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."" 
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第14図 各群毎の石材種類町比串 (左) 石材植類毎の各群比車 (右)

円上下側係や左右町平行関係を考慮しつつ復元したのが、部12図である.この図から、冊壁構築にl則

する工程が推定できる.工FぷF 基底石を奥壁よりの50から順にl出口部側に向かつて立て並べる.工

程② 61向上端(基底石で一番高い)を目安に石材を 1-2段目地をそろえて積んでいく .工程③

工程②て噛んだ石村町上面を基礎に厚いもの (29・30)はI石、薄いものは 2石石材を目地をそろえ

て積む.工程⑥工程③て輔んだ石材向上聞を基礎に工程③と問機的横み方(厚い石材5・7)を雌

り返す。③と④の工程て・は厚い石と薄い石を用いているが、厚いものは薄いもののほぼ2石骨に相当

する.工程⑤ 解体作業円段階ではこの工躍に故当する石材はすでに除去されていたが、発砲初期の

写真を見ると工程亜の石材7. 8の上にのる石材が認められる.また、石室内にも多数町四壁と考え

られる転落石が箆められたことから、工程④向後にもう 1工程程度欄堕が築かれたものと推定する.

工程⑥ 天井石301・302を製柵する。

左側壁

基底石はほぼ現位置を保っていると考えられるのにかH.. 上部町石材は大きく水平方向に東へずれ

たものも且られ、上に行〈ほど復元は困難であったが、右欄墜を参4'に復元した.側壁構築工程は以

下のように推定できる。工程J) 基底石を125・134を出発点として、奥壁よりに153、開口部よりに125

から順に開口部に向かつて立て並べる。最初J町工程では、基本的に基底右のみを立て並べていると4，

えられるが、 153円上にのる152を積まないと奥堕の基底石210は立てられないと考えられる.したがっ

て、この工程で153円上町152も同時に積んでいる可能性が高い.工程② 基底石町上に石材を 2-3

段目地をそろえて積む。エ位③工程②て噛んだ石材円上面を基礎に、厚いもの (118・126)はl石、

薄いものは2石石村を目地をそろえて積む.エ位③の桂、右制主主から推定するとさらに 2工程ほど側

壁を楠んだものと考えられるが残りが悪〈確認できなかった.

両個盟円相み方を韓討すると、工程¢沼ゆともに共通した棋み方を示す.工程単位円高さも25-30

叩で共通するが、工程聞のレベルには半工程ほどの町さのズレが見ら札る。このズレは掛りの悪かっ

た左側壁内工程復元に原因があるのかもしれない.ともあれ、奥盟も含めこれらの側壁は一連の工程

で構噴きれた可能性が高い.
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工程復元に基づ〈解体過程 (第10.11図)

側壁工程復元に基づいて、石室解体過程(石材除去過程)を工程毎に平面図と立町図て示す。平而

図(第11図)を見ると、法庇石が転倒した右側盟(左官[1))では各工程的石材が基底石向上に乗ってい

ることがわかる.左側r~ (右側)では基底石及び工程②の石材はほぼ現位置を保つのに対し、それよ

り上では大きく右冊へずれている.

次に立面図(揖10図)を検討する.左圃壁立而図では工程③以降の残りが非常に悪いことがわかる.

右欄壁立面図では、醐壁町残りが良好で子、各工躍が毘められるが、基底石50と55町/111と工程④のIと

2を結ぶ融を境に大きな工位のずれが見られるなど基底石転倒に伴う変形も認められる。(内堀)
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第 l表 石室使用石材 覧

体積I季実測闘から狼算した抱定体積
.，置は隊"で計刻した比.2.56を体積に..じたもの
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第6章 宇品 と め

北山3号墳墳丘築造過程 (案)(郊18図)

旧表土(焼土層)の横肘から構築過程を推測した.

①噴丘を構築する山の頂上町木を伐採し、草木を焼き払う.焼土面{旧表土)が形成される.

②草木を最き払った雄、部分的に山を整形する{焼土が面て・あった9層であった9する理由)。墓坑を

掛り、石室内構築を開始する.

③石室を構築する際、事坑と石材の聞に地111(炭化粒混じりの焼土 ・旧費土)町一部を向lり、 裏込め

の石とともに入札補強Lながら石室を構築。(地山ょっ向い部分も補強Lながら榊築)

④石皇が完成し外種別i石を抵え、そこから盛土をLて噴丘を整える。また外E車列石より下を整形Lて

テラス北町面をつくる{この部分の土も盛土に利用Lている可能性あり). 

境丘鳩集過位僕式悶 布盆刷担拠過位線式図

也

申

<%l 

<3> 
〆2戸

⑥ 

⑥ 

--

第18図 墳丘構築過程様式図石室崩壊過程様式図
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北山3号墳の石室崩壊過程(案)(節目図)

北山3号墳の石室は崩壊しており、その原因として地誌と思われる大きな力が加わったことが考え

られると前述Lたが、石室にどのような状態でカカ明日わり崩填したのか、その過程を考えてみたい。

①古墳が完成し、盛土が石室を護っている。

~畠土が流失し、石室の上部が露出する。

③地震などによる大きな力が西方向から石室に加わる。

④石室町崩壊。右側壁は基底石町腰石が石室内に転倒し、その上の石材が下へ落ちる。典壁に接する

基底石や開口部石積みに接する基底石は接している石材が支えとなり転倒を免札る。左側壁は墳丘か

ら露出していた部分の石材が大きく東方向に飛び出す。 斉にずれたため、移動Lた場所でも相Eの

石材の位置関係を保っている。

北山3号墳の位置づけ (第四図)(揖2表)

北山3号墳の闘口部の石室側へ一段下る構造は、竪穴系横口式石室内系譜をひくものと考えられる。

しかし竪穴果樹口式石室の定義は唆昧で、北山3号墳の石室は九州で見られる竪穴系横口式石室とは

異なる。しかし、横穴式石室とは異なるものである。

英置の初期横穴式石室には世内系円片袖タイプと言われる上石詩'町内三又1号墳や系統的はっきり

しない関市町陽徳寺1号墳などが見られる。最も多〈且られるのは開口部から石室に I段下がって入

るタイプであるらしいが、一部については竪穴果樹口式石室とされ、他のものは横穴式石室とされる

など分類に混乱が見られるようである。ここでは管見にのぼった該期円横穴式石室内内、石室側が一

段下ると考えられるものについて枯討を加える。方法としては、立地 石室プラン、関口部内地山掘

り込みの有無等い〈つかの袈紫に分解し、その組み合わせから伺が言えるか考えたい(表2)• 

検討

①このタイプの石室は山内頂上や尾根上円高いところに築かれる傾向がある.

②凶口部内拙り込みの有無と排水i揮の有無は構築上対応関係にあり、排水講を持たないものはいずれ

も開口部に掘り込みがある可能性が悶〈、排水講を持つ半ノ木洞古墳と北山3号墳の例はいずれも掘

り込みを持たない。

③石室プラン、側壁形状に関しては他的要素との有意の対応関係はわからない。

④これらの石室は、どれーっとっても全てが一致するものはなく、共通点は石室側へ一段下ることだ

けである。

⑤石室側が段下る構造をもっ石室は畦阜市以東に偏在する傾向にあり、また時期的にも古いものが

目に付く。西温地域ではこの時期の横穴式石室が少なく、東部地域に比べ横穴式石室内導入が遅れて

いた可能性がある。

喧一段下る構造の石室は周辺地域では西三両地域で見られるが、北山3号墳のように排水溝を持つも

のは見あたらない。また束三河地域で排水講をもつものが多〈見られるが、時期的には北山3号墳よ

りも下る.
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⑦これら町古墳の築かれた時期には、美濃地域の中揖から西部崩では字国型費(古付費)、東部埴では

平底賓が使用され、敵阜市がその境にあたる.瞳阜市以車内地域は一環して平底瑳を使朋する文化閣

で、吏~，が盛んであったと思われる。こう いった地域内 ま とま りのなか、 一段下る構造をもっ石室は

瞳阜市以車内地植に受け入れられたと耳'えられる.

北山3号墳は英揖の東部域内広い範囲で受け入れられた石車をもっ古墳である。このような石室を

構築する酬は北山3刊より酬は下材、掛川lの右障の三輪地埴にある錨2号墳に畳けつが

れる。大輝 2~子噴は横穴式石室て・あ るが「腰石」を持ち、北山 3 号墳の技衛的な系請を引くものと42

えらh.る.

英機地壇(東部域)において、石室倒へ一段下る構造内石室は、本格的な横穴式石室内導入以前向

一時期、も L<はその後にも普遍的見ら札るものではをいかと考えられる.内堀 井川)

車2褒北山3号墳類似石室をもっ古墳覧(単位m)

市町村 古 墳 名 境形 直径 外夢積石 立 3也 石プラ室ン 全玄 室長

多治見市 虎浪IlJ1号墳 同 12.5 O 丘阻頂 1;形 6.8 

苅ニケ根 1~}.IJl 円 9.0 O 尾世上 馴張。 4.52 

元ニケ服3-fJ墳 円 8.5 O 尾線上 方形 4.5・2

羽崎大洞3母続 円 12.0 x 尾機上 方"" 3.15 

英山町 中桐古墳 円 ， ， 台地先繍 腕張。 6.1 

聞 市 .a.l号境 円 12.5 O 111麓!ll斜面 刷娘。 4日

各IU(、市 学ノ木桐古墳 円 10.0 × 山頂 方形 6.2 

函糊山6号IJI 円 12.0 O 山IJI 刷娘り 4.3 

険阜市 北1113号噴 円 10.5 O 山頂 方形 4.3 

船来山71号墳叫 ? ， x 路線上 刷般り 3.7 

船来1IJ105号墳.， ? ? x 団組上 刷娘り 4.07 

• 1元三ケ般3号噴の玄滋長は奥51から開口偲の一段下がる節分までの数値
* 2 . 3未報告..~.田裕之氏御数1ミ.

腰石 地開山縮口舗。の込み 排水;~

O O x 

O ， x 

× ' × 

× O x 

x ? × 

× ? X 

x × O 

× x O 

O x O 

× O × 

x O × 
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第 7章分 析

北山3号墳出土炭化材の樹種同定

縮図弥生(パレオ ーラポ)

しはじめに

瞳阜市北山に所在する、北山 3号墳の石室内や盛土そして古境構築時の旧表土面から出土した民化

材の樹組問定結果を報告する.

北1113号墳は、標日130m jjij後の尾根内頂部に構築されている 6世紀中頃~後半の石室古墳である。

発婦に伴い石室周囲には炭化材を散荘する焼土が分布していた.こ円焼土は古墳構築時に整地の.t，に

周聞の木々を焼いた痕跡と推定され、炭化材は当時の植生町一部を知る手がかりと古るため民化村内

樹植同定を依頼された.石室内や盛土から探取された炭化材もその発拙産技から、周辺焼土町落ち込

みや移動によるものと考えられている。遺跡周辺は現在は、アカマソを主としてナラ類 ネズーツツ

ジ類 ヒサカキなどからなる典型的な里山町林 (二次林}に閉まれている.しかL当地壇一帯が古

羽臥litI:はどのような組生であったかはほとんど知られていない.植生環境と人間活動との関係を考え

てゆ〈上で純物遺物からの情報番積は必要であり‘当遣時の旧表土から輸出された民化材は当時の低

山地内植生環境を知る貴重な資料となる.

2 賦軒と樹福岡定白方法

先ず、採取した炭化材を自然乾燥し、その桂に炭化材町横断面木ロ)は手で削り実体顕微鏡で分

類併のおおよその目安をつける。次に横断而だけでは同定できない試料(アカガシ亜属 。コナラ節ー

クヌギ町lクリ以外)については、 3方向の破断面的組織を走査11t子顕微鏡で観察し同定を決定する。

またコナラ節やクヌギ節などでも、年輪幅の狭い由か目や逆に年輪幅町広い試料などは実体顕微鏡下

ではIil¥同定的恐れがあるので、このような試料については走査電子顕微鏡で確臨し同定を決定した。

走査電子顕微鏡期の試料は、横断面の他に、接融断面(板目)と放射断面(柾目)は片刃の制刀を各

方向に沿って軽〈あて弾〈ように割り平靖国を出し、この3断面を5醐角以下町大きさに整え、直径

1聞の耳鎗製拭料古に両而テ プで固定し、その周囲に導電性ペーストを盈る.試料を充分乾燥させ

た接、金恭婚を施し、走査電子顕微鏡(日本電子醐製 JSM-TlOO型)で観察と写真搬影を行った.

3 結果

試料ごとの問定結果を表に示した。

同誌白色tHf!:は、ほとんどがマツ属複雑菅東亜属であり、旧表土からの試料 15肉のうち Il.~を占的、

石室内と盛ゴから一括採取された試料もマ y属桜雑廿東亜属の破片がほとんどであった。このほかに

シャンャンポとクリが各2点、そして組織的状況が悪いためマツ属と針葉樹までの同定でとどまった

試料が各I点づつあった.なお焼土N.7からは、マ Y属線維ti'車亜属とクリの2分類群が検出された。
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以下に、樹櫨同定円相慢とした材組韓を配織する.

褒 北山 3号墳(6世紀中頃~後半)出土炭化材の樹極悶定結*

猷 料 樹欄 依 料 悩櫨

焼土N，l .... ''/属 焼土地10 マツ属視維管東亜属

焼土N，2 "7"1属班艦管東亜属 焼土No.ll 針葉樹

焼土<03 7 ・y属恒雄管東軍属 続土No.l2 マツ属複雑管東亜属

焼土地4 7 ツ属鰻艦管東亜属 焼土地13 マツ属複雑管東亜属

焼土地5 シャシャンポ 使土，"l4 タリ

焼土N，6 マツ属健雄管東亜属 焼土No.l5 マツ属複雑智東亜属

焼土N.7 守、y属恒雄管東亜属 石車内一括 T ツ属

焼土No.7 クリ? 石室内ー倍 マツ属複雑管東亜属 (概数)

焼土N，8 7 ツ嵐複雑管東亜属 石援内ー綴 シャシャンポ

焼土，，9 マツ属視維官東亜属 盛土ー括 "?'，/属痩維管束亙i属(組数)

同定された樹極の材組暗記載

I)マ Y属複雑管東亜属 Pinusdet.四jfloraSieb. et ZUCC マツ科写真図版 1 la.-lc.(焼土No.3) 

垂直水平樹脂道があ1 早材から晩材への移行はゆるやかな針葉樹材.分野史孔は憲状.放射組

融向上下端に放射仮道管があり、その内腔には鋸状の肥厚が顕著である.以上司形質からマツ属複雑

管東亜属町村と同定した.マ Y属桜維管東亜属にはアカマ Yとクロマ Yが属し、この2継は放射仮道

管内壁の肥厚円程度により.鋭〈尖るアカマツと肥厚がなだらかなクロマツとに識別される。しかL

炭化材では内腔に張り出た肥厚部分は捉えられないため極までは確定できなかった.

マツ属は、上記マ Y属複L雄'tl'車亜属と同様な形態であるが、放射仮道管内壁の肥厚状態が不明な試

料である.

2)クリ 白smneacrellata Sieb. et Zucc 写真図版 1 2a.-2c.(焼土N.!4)

年輸の始めに中型~大型の'tl'干しが 1 層配~Jl1L1圏部を形成し、暁材部は小型~手|常に小型的管孔が

火炎状に配列する環孔材.道管の内腔には抱状のチロースが顕著である.広放射組織がないことから

クリと同定さ札る.通常は、クリの放射組織は単列同性であるが、当試料は2細胞幅で異性である.

また横断面的孔園部も管孔配列がやや乱れている.この様な合、から、この試料は組材または節部の部

位思われる.

韓土N.7町クリ?は、組織が脆くやや北況町t追い一部門横断而を電子顕微鋭で観製した結=* 孔園

部と晩材部は小道管が火虫状に配列するのが見られた。広放射組織は見られなかったが、観察面が挟

いためコナラ節の可能性もある.

3)ンヤンャンポ 陥cαnjumbractealt棚 Thunb 写真図版 1 3a.-3c.(焼土N.5) 

非常に小型で多角形町管孔が密在し年輪界でわずかに径を輔じ、幅広町政射組踊が顕著な散孔材.

穿孔は単 穿孔と横本阿佐が10本前後円階段穿干しがある.道管内壁孔は吏互状から階段杭、内腔にらせ

ん肥厚がある。放射組曲は異性、平怯 ー方形 ・直立細胞が混在する 2-4細胞幅の放射組離は細胞高

が高〈、単列内政射組組は接融断而においてツツジ科の材に多〈見られるレンズ状のおおきな直立細

ß~治、らなる。
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4 まとめ

北山3号墳の構築時に焼却された林跡的一部と推定される炭化材は、マソ属観艦管東亜腐が最も多

〈検出され、ほかにクリ、ンヤンャンポ、マツ属、針葉樹が少数であった。産状は、マソ属複雑管*

E属が広〈均 に凡られ、クリとンヤンヤノポも散点的に輸出された(那20図).現必も遺跡周辺町尾

岨筋にはアカマツが多〈 鋭化材からは種を特定することはできていないが古墳が構築された時期に

はすでにマソが優占する林が成立しており、 6世紀中頃ー桂半には低山地町二次林町植生景観と類似

した植生になっていたようである.

~考文献

舵阜県現存植主主図 岐阜 1981 国境庁.

~ノ
揮20図 旧表土 (焼土面)より出土した炭化材町位置と樹極
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線上:No.5 bar:O.5闘
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調査的風説(;じから)調査lIl1風景(南から)

天井石(東から)石室内天井石崩落状況 [甫から)

石室輸出状況(北から)石室輸出北況(jliから)

t:側i盟(南西から)石室輪出状況右側壁(南東から)

♂， 

石室韓出状況
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事坑基底石検出状況(北から)基坑・基底石検出状況(南から)

基底石抽出状況(石室内奥壁側から)墓坑基底石輸出状況(東から)

基底石復元状況はじから)基底石復元状況(南から)

理専夜:

ihL坑完掘状況(北から)事坑完掘状況(南から)
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外渡列石検出状況 (北カ‘ら)外積列石抽出状況 (南から)

外積列石検出状況 (南西から)

石室奥壁後方向石夕刊(j!!iから)

件捜.'1石横出北i冗 (北西から)

外議事'1石検出状況 (南東から)

旧表土抽出技況 (1じから)
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l割塞石横山状況 (車から)

閉塞石輸出状況 (石室内から)

1剖口部石摘み輸出北況 (石室内から)

排水溝抽出状況 (繭から)関口部石楠み輸出主主況 (Jj(から)

排水槽壷石除去桂 (南から)排水f再検出技況 (函から)
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排水槽輩石除去桂 (石室内から)

1 

遺物出土状況 (4-ll) 

:、
~"'.k，、

遺物出土状況 (3・5-10 -12) 

遺物出土状況(13-16)遺物出土状況 (3-5-10-12)

遺物出土北況(17-18) 遺物出土状況 (1・2)
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須恵器杯董白11出土遺物m恵器杯蓋(1)出土遺物

須J$器杯蓋附出土遺物須恵器杯身(2)出土遺物

須i!J;器高杯(9)出土壇物

羽車器再身(3)

須J!ur.-i短顎:;{:1(7)

出土遺物

出土遺物

。 当て具痕須lE器(8)当て具痕~n車器(2)にJ
耳環 (17・18)出土遺物
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